
 

 

 
 

 

 

 未来を生きる子どもたちが激しい社会の変化に対応する力を身に付けるためには、保護者や

地域の皆様の知恵や経験などが必要です。コミュニティ・スクールの仕組みを生かして、「どの

ような子どもを育てるのか」、「何を実現していくのか」などの目標やビジョンを学校と家庭、地

域が共有し、連携・協働した取組を進めています。 

学校や保護者、地域が一体となり、これからも地域とともにある学校づくりを保護者や地域の

皆様のご協力を得ながら進めていきたいと思います。ご支援とご協力をお願いします。 

 

 

 

 

地域には、専門的な知識や技能をもっている方がたくさんいらっしゃいます。 

今回は国語科の「俳句会」の授業に、千住先生をお招きしました。先生から、五・七・五の形

や季語など、俳句をつくる上での約束ごとについて学び、早速、俳句づくりに取り組みました。

できあがった一人一作品の中からグループで一つの作品を選び、「句評（選んだ作品についての

子どもたちの感想のよさを講師が評価すること）」を行いました。その後、千住先生は、子ども

たち一人ひとりの俳句のすてきなところを紹介してくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南小コミスク通信⑲ 
令和３年９月２７日 

小郡南小学校 

～大好き小郡！ふるさと小郡を 子どもに！～ 

南小ホームページ 

  小郡南小 開校30周

５年生の国語科の学習（俳句会）に地域の方が指導に来られました！ 

  

 

千 住 先 生 

感動の連続。子どもたちの感性に驚き。 

自発的、活発に一生懸命に考え、句を生み出す。 

俳句はみんな違ってみんないい。独創的なことが 

素晴らしい！ 

また、日本語の美しさは俳句しかない。 

また、時代によって季語も代わってくる。 

俳句のよさは、「いつでも、どこでも、どんな人でもできるところ」

「一つの句に対して、人それぞれの感じ方があるのが面白いところ」

だと思います。 

また、小郡南小の皆さんと一緒に勉強したいと思います。 

地域の方の声！ 

熱く語っていらっしゃる千住先生 授業を支援してくださった先生方 


